
学校番号 102 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術科 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 Joy of Music（教育芸術社） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・器楽分野では、ギター、キーボードを取り扱います。 

・実技課題では個人で取り組むものの他、ペアやグループで取り組むものもあります。 

 

２ 学習の到達目標 

１．音楽を愛好し、音や音楽に対する興味・関心を高める。 

２．感性を磨き、音楽のよさや美しさを感じ取って、個性豊かな音楽活動の工夫ができる。 

３．自己のイメージを表現するための技能を身につけ、それを生かして個性豊かに表現すること

ができる。 

４．音楽文化を尊重する態度をもち、創造的かつ主体的に鑑賞することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、器

楽、創作、鑑賞の学習

に主体的に取り組も

うとする。 

 音楽を形づくって

いる要素を知覚し、

それらの働きを感受

しながら、歌唱、器

楽、創作の音楽表現

を工夫し、どのよう

に歌うか、演奏する

か、音楽をつくるか

について個性豊かな

表現意図をもってい

る。 

 創意工夫を生かし

た音楽表現をするた

めに必要な歌唱、器

楽、創作の技能を身

につけ、個性豊かに

表している。 

 音楽を形づくっ

ている要素を知覚

し、それらの働きを

感受しながら、楽曲

や演奏を解釈した

り、それらの価値を

考えたりして、音楽

文化を尊重する態

度をもち、よさや美

しさを創造的かつ

主体的に味わって

聴いている。 

評
価
方
法 

授業態度 

学習の取り組み状況

（観察・聴取） 

学習プリントの作成

状況 

学習の取り組み状況

（観察・聴取） 

実技課題進度状況 

学習の取り組み状況

（観察・聴取） 

創作曲 

学習プリント 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

歌
の
楽
し
み
３ 

・腹式呼吸による発声でのび

やかに歌う。 

・ハーモニーを感じながら、三

重唱する。 

〇 〇 〇  a: 題材に関心をもち、学習に

主体的に取り組もうとする。 

b: 音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、歌唱の音楽表現を工

夫し、どのように歌うかについ

て個性豊かな表現意図をもっ

ている。 

c: 創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な歌唱の

技能を身につけ、個性豊かに表

している。 

観察・聴取 

実技課題 

キ
ー
ボ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

楽
し
み 

 

・キーボードの特徴を理解し、

発展的な奏法を身につける。 

・パートの役割を意識しなが

ら、音色や奏法の特徴を生か

し、表現を工夫してアンサン

ブルの喜びを味わう。 

 

〇 〇 〇  a: 題材に関心をもち、学習に

主体的に取り組もうとする。 

b: 音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、キーボードアンサン

ブルの音楽表現を工夫し、どの

ように演奏するかについて個

性豊かな表現意図をもってい

る。 

c: 創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要なピアノ

の技能を身につけ、グループで

協調しながら、個性豊かに表し

ている。 

観察・聴取 

実技課題 

２
学
期 

ボ
イ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

・声の特徴を理解し、発展的

な発声法を身につける。 

・パートの役割を意識しなが

ら、声の特徴を生かし、表現

を工夫してアンサンブルの喜

びを味わう。 

〇 〇 〇  a: 題材に関心をもち、学習に

主体的に取り組もうとする。 

b: 音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、ボイスアンサンブル

の音楽表現を工夫し、どのよう

に歌うかについて個性豊かな

表現意図をもっている。 

c: 創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な歌唱の

技能を身につけ、グループで協

調しながら、個性豊かに表して

いる。 

観察・聴取 

実技課題 



大
作
曲
家
の
生
涯
と
作
品
５ 

・オペラ作品について学び、

楽曲を鑑賞する。 

〇   〇 a: 題材に関心をもち、鑑賞の

学習に主体的に取り組もうと

する。 

d: 音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、楽曲や演奏を解釈し

たり、それらの価値を考えたり

して、音楽文化を尊重する態度

をもち、よさや美しさを創造的

かつ主体的に味わって聴いて

いる。 

学習プリント 

３
学
期 

グ
ル
ー
プ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
２ 

声や楽器の役割を意識しな

がら、声や音色や奏法の特徴

を生かし、表現を工夫してア

ンサンブルの喜びを味わう。 

〇 〇 〇  a:題材に関心をもち、学習に主

体的に取り組もうとする。 

b: 音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きを感受

しながら、グループでの音楽表

現を工夫し、どのように演奏す

るかについて個性豊かな表現

意図をもっている。 

c: 創意工夫を生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身につけ、グループで協調しな

がら、個性豊かに表している。 

観察・聴取 

実技課題 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能      d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


